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安全のために
この製品を設置、使用される前に必ずお読みください。

　お使いになる方や周囲の方々への危害、財産への損害を防ぐため、下記の内容を守ってこの製品を安全にお使いく
ださい。本書はいつでもご覧になれる場所に保存してください。

本書で使用する記号について

本書をすべて読むこと
この製品を設置、使用する前に必ず本書をす
べてよく読み、本書の内容にしたがってくだ
さい。

必ず実行

電源コードは仕様に適合した電源に接続する
こと
適合しない電源に接続すると、本体の故障、
火災や感電の原因になる場合があります。

必ず実行

確実に接地すること ( アース )
感電を防止するため、確実にアースに接続
してください。必ず実行

水分をかけたり湿気にさらさないこと
この製品の上に花瓶や飲み物など、液体が
入ったものを置かないでください。この製品
を直接水がかかる場所、または湿度の高い場
所に置かないでください。感電や火災、故障
の原因になります。

禁止

電源コードや接続ケーブルは安全に配置する
こと
ケーブルをストーブの近くなど高温になる場
所に設置しないでください。また踏んだり物
に挟んだり、無理な配線を行うと、ケーブル
が損傷して火災の原因になる場合がありま
す。また足など体の一部を引っかけるような
場所に配置しないでください。負傷の原因に
なる場合があります。

必ず実行

 
「必ず守ってください」という強制を

表しています。

 警告　この記号は取扱を誤ると死亡や重傷、火災の
原因になる可能性がある内容に付いています。

 
「絶対にしないでください」という禁

止を表しています。

本体を落下しないこと
本体の故障はもちろん、周囲の方が負傷する
原因になります。禁止

電源コードを濡れた手でさわらないこと
感電の原因になります。

禁止

長時間にわたって大音量で使用しないこと
この製品をミキサーなど他の機器と組み合わ
せて、長時間にわたって大音量を再生しない
でください。一時的または恒常的な難聴の原
因になる場合があります。

禁止

移動するときはケーブルをすべて抜くこと
電源コードや接続ケーブルを接続したまま本
体を移動しないでください。ケーブルを傷め
たり、周囲の方が転倒する原因になります。

必ず実行

電源コードや電源プラグに異常がある場合は
使用を中止し、修理を依頼すること
電源コードやプラグの摩耗、接触不良等の場
合は本体を使用せず、修理をご依頼ください。

異臭や異常を感じたらただちに電源コードを
抜き、修理を依頼すること
正常に機能しない、異臭や異音がするなどの
場合は、修理をご依頼ください。

必ず実行

必ず実行

長時間使用しないときや落雷の危険があると
きは電源コードを抜くこと
火災や感電、故障の原因になる場合がありま
す。

必ず実行

本体内部に液体や物を入れないこと
火災や本体故障の原因になる場合がありま
す。この場合は修理をご依頼ください。禁止



本体の内部や周囲で可燃性ガスのスプレーを
使用しないこと
ガスが滞留して引火による火災などの原因に
なります。

禁止

本体の換気用開口部をふさがないこと
本体内部の温度上昇を防ぐため、この製品の
表面には換気用開口部があります。この開口
部をふさぐと適切に換気ができず、内部の温
度が上昇して故障や火災、誤作動の原因にな
る場合があります。

禁止

製品を分解したり改造しないこと
火災や感電、けが、故障の原因になります。
本体の内部にはお客様が操作する部分はあり
ません。

禁止

 警告　この記号は取扱を誤ると死亡や重傷、火災の
原因になる可能性がある内容に付いています。

スピーカースタンドは安全な場所で、規格に
適合するものを使用すること
この製品をスピーカースタンドに取り付けて
使用する場合は、安定した場所に設置してく
ださい。使用するスピーカースタンドの耐荷
重、取付方法などの仕様を守ってお使いくだ
さい。使用法を誤るとスピーカーが転倒し、
近くにいる方が死亡または負傷する原因にな
る場合があります。

必ず実行

スピーカーを吊り下げるときにハンドルを利
用しないこと
製品が落下して、近くにいる方が死亡または
負傷する原因になる場合があります。スピー
カーを設置する場合は必ず本体内蔵のリギン
グポイントをお使いください。

禁止

他の機器と接続するときはあらかじめこの製
品の電源を切っておくこと
接続時に大音量のノイズを発生し、聴覚異常
やスピーカー破損の原因になる場合がありま
す。

必ず実行

本体を高い場所や頭上に設置する場合は専門
の技術者に工事を依頼すること
足場が不安定な高所作業、人の頭上への設置
は、死亡や負傷、製品の損傷などの危険が伴
います。専門の設備工事業者にご依頼くださ
い。

必ず実行

電源コードは必ずこの製品に付属のものを使
うこと
適合しないものを使用すると通電中に電源
コードが加熱し、火災の原因になる場合があ
ります。

必ず実行

電源プラグに手が届くよう設置すること
この製品の背面には電源を遮断する電源プラ
グが付いています。この電源プラグに簡単に
手が届くよう設置してください。

必ず実行

本体は安定した場所に設置すること
本体を不安定な場所に設置すると、落下など
による故障の原因になります。必ず実行

高温になる場所に設置しないこと
直射日光が当たる場所、熱を発するものの近
くに置かないでください。製品の上にろうそ
くなど裸火を置かないでください。

禁止

ボタンやスイッチ、入出力端子に無理な力を
加えないこと
本体の故障やお使いになる方がけがをする原
因になる場合があります。

禁止

 注意　この記号は取扱を誤ると負傷、機器の損傷や物的損
害の原因になる可能性がある内容に付いています。

スピーカーは定格範囲内で使用すること
定格範囲を超えるレベルや周波数を入力する
と、スピーカーが故障する原因になります。
特に歪みにはご注意ください。

必ず実行



修理

　日本仕様の Mackie 製品の修理は、音響特機株式会社ま
たは提携サービスセンターで行っています。Mackie 製品の
修理やメンテナンスが必要な場合は、次の手順に従ってくだ
さい。

1. 本書でご紹介しているトラブルシューティングの内容
をチェックして下さい。

2.  テクニカルサポートに電話でまたは、support_
mackie@otk.co.jp にメールで「メンテナンス申込書」
を請求してください。「メンテナンス申込書」に必要
事項をご記入の上、04-2944-3812 へ FAX してくだ
さい。折り返し RA 番号と送付先のサービスセンター
が記載された修理受付票を FAX で返送いたします。
RA 番号はサービスセンターへ送付される前に必ず取
得してください。

3.  オーナーズマニュアルと電源コードは同梱しないでく
ださい。修理には必要がありません。

4.  本体を梱包材とともに製品パッケージに入れて、サー
ビスセンターへ送付してください。当社では輸送上の
ダメージを保証することができません。

5.  必ず、RA 番号が記載された修理受付票のコピーを同
梱してください。また送り状の通信欄にも、RA 番号
と商品名、製造番号を記載してください。RA 番号の
ない修理品は受付することができません。

6.  保証内修理を行う場合には、販売店印とご購入日が
明記された保証書が必要です。くわしくは、次項の
保証規定をご参照ください。 

保証

　本機の保証はご購入後 1 年間となっております。
　正常な使用状態で本体に不具合が生じた場合、正規のサー
ビス担当者が無償で修理を行います。ただし、下記の場合
は保証規定から除外されておりますので、あらかじめご了承
ください。

● お客様による輸送、移動中の落下、衝撃など、お客
様のお取り扱いが適正ではなかったために故障が生
じた場合

● お客様のご使用上の誤り、不適正な改造、弊社の認
可のない改造及び修理が行われている場合

● 火災、煙害、ガス害、地震、落雷、風水害などの天
変地異、あるいは異常電圧などの外部要因によって
故障が生じた場合

● 本機に接続している機器及び消耗品に起因する故
障、損傷

●正常な状態でのご使用中でも、自然消耗、摩耗、劣
化によって故障あるいは損傷が生じた場合

●日本国外でご使用中の故障、損傷

技術的なご質問・修理窓口

サポートセンター
  〒 359-0023 埼玉県所沢市東所沢 2-37-1 
  ㈱サヤマトラフィック 敷地内
   04-2944-3811
   04-2944-3812
   support_mackie@otk.co.jp

営業時間 月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:30
休業日  土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏期

営業窓口
東京  東京都中央区日本橋小伝馬町 10-1
   03-3639-7800 ( 代表 )
   03-3639-7801

大阪  大阪府大阪市淀川区宮原 2-14-4 
   06-6152-7751
   06-6152-7752

名古屋  名古屋市東区泉 1-23-30
   052-950-3324
   052-950-3325

福岡  福岡市南区大橋 4-16-18-201
   092-554-6066
   092-554-6064

営業時間 月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:30
休業日  土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏期

ご質問は電子メールでも承ります。
   sales_mackie@otk.co.jp
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特徴
• 超高効率 D級増幅部による 2000Wのシステムパワー

• TruSource™テクノロジー

• Mackieの設計による垂直配置のマグネットを共用
するTruSourceドライバー

•  【DLM8】8インチウーファー /1.75インチ高域ドラ
イバー

•  【DLM12】12インチウーファー /1.75インチ高域ド
ライバー

• 驚異的な小型軽量設計

• 強力な TruSource DSPがシームレスで明瞭度が高く、
一貫性のある放射と卓越した原音忠実性を実現

• DL2内蔵デジタルミキサー

• 明るい有機 ELディスプレイを装備した強力なワンタッ
チ・デジタルミキサー

• まさに多機能の FX付き 2入力チャンネル

• チャンネルレベル、3バンド EQ、エフェクトコント
ロールを独立装備

• リバーブ、コーラス、ディレイなどすばらしいサウン
ドの 16エフェクト

• コネクターは XLR/TRS comboとデュアル RCAピ
ンジャック

• マイク、ライン、ステレオ、楽器信号に対応

• このクラスでは他にないプロユース用システムコント
ロール

• マルチバンドのフィードバックデストロイヤー

• 用途に合わせて完璧なボイシングを提供する 6つの
スピーカーモード

• ディレイスタック、バルコニーに使える 300msecの
整合用ディレイ

• すばやく設定を呼び出せる 3つのメモリーリコール

• スマートなプロテクトDSPでアンプやドライバーを
動的に保護

• 革新的な超小型設計

• 従来の 2ウェイ設計より3分の 1も小型化

• ほとんどの車に DLMシステム全体を積載可能

• 積み上げて保管することも可能

• ポールマウントやスピーカースタンドへの取付が可能
で、SPM300スピーカーポールを使えば DLM12Sの上
にマウントすることも可能

• 標準の M10リギングハードウェアで吊り下げ可能

• SWM300アームで壁面に取り付ければ目立たずパワフ
ルな設備用システムとしても使用可能

• ツアーリングにも耐える ABS樹脂製キャビネットはプ
ロライクな黒色仕上げで人間工学的なハンドルを装備

• 丈夫なパウダーコートの 20ゲージスチール製グリル

• 一体型のキックスタンドでパーソナルモニターとして完
璧な角度に設置可能

• 信じられないほどの軽さ

• 【DLM8】9.7kg

• 【DLM12】13.6kg

目次

特徴・ ・ ・1
はじめに・ ・ ・ 2
はじめよう ・ ・ ・ 2
接続例・ ・ ・ 3
DLM8/DLM12 スピーカー：リアパネル・ ・ ・ 8
Smart Protect ・ ・ ・13
AC 電源・ ・ ・13
設置場所・ ・ ・14
リギング・ ・ ・15
付録 A ：サービスについて・ ・ ・17
ご不明な点は ... ・ ・ ・17
付録 B ：接続 ・ ・ ・18
付録 C ：技術情報・ ・ ・19
ブロックダイヤグラム・ ・ ・ 22
付録 D ：エフェクト一覧・ ・ ・ 23
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　スピーカーをすばやく設定するとき、下記の手順が役に立
つでしょう。

1　最初に接続するときは、すべての機材の電源スイッ
チを offにしてください。マスターボリューム、レベル、
ゲインコントロールはすべて下げきっておきます。

2　ミキシングコンソール（あるいは他のシグナルソース）
のラインレベル出力を、DLM8/12スピーカーのリアパ
ネルにある入力に接続してください。

3　製品に付属の AC電源コードをスピーカーのリアパネ
ルにある IECソケットに差し込みます。反対の端は本
体 IECソケットの左側に表示された電圧を供給するコ
ンセントに接続します。

4　ミキサー（あるいは他のシグナルソース）を onにします。

5　スピーカーを onにします。

6　シグナルソースを再生して、スピーカーから音が聞こえ
るまでミキサーのメイン L/Rフェーダーを上げてくださ
い。

7　心地よいリスニングレベルになるよう、ミキサーのマ
スターボリュームを調整してください。

8　このマニュアルの残りの部分を読んで、会場に合わせ
た音作りをするために DL2一体型デジタルミキサーの
使い方を学習してください。

忘れないでください
• 長時間にわたって大音量で音楽を聴かないでください。本
書冒頭の「安全のために」を読んで、その内容にしたがっ
てこの製品を使ってください。

• 原則として、DLMスピーカーの電源は、ミキサーやシグナ
ルソースの電源を onにしてから入れてください。同様に電
源を切るときは最初です。こうすることで電源を入れたり
切ったりするときに上流の機器が発生するショックノイズな
どを、スピーカーから再生する可能性を少なくすることが
できます。

• 製品の外箱と梱包材を保管しておいてください。必要にな
るときもあるでしょう。そうでなくても猫たちが遊び場とし
て気に入るでしょうし、中から突然飛び出して驚かせてく
れるかもしれません。そのときは忘れずに驚いてあげてく
ださい。

• この製品を購入したときのレシートは安全な場所で保管し
てください。

はじめに
　Mackie DLM8とDLM12はそれぞれ、2000Wを提供す
る今まで設計された中で最も小型のプロフェッショナル・ポー
タブル・スピーカーです。TruSouece™テクノロジーを採用
した DLMスピーカーには、驚くほど小さなマグネット共用デ
ザインで、高出力 8インチ（DLM8）または 12インチ（DLM12）
のウーファーと1.75インチのコンプレッションドライバーを
使ったMackie TruSourceドライバーを搭載しています。強
力な TruSource DSPはシームレスなクラリティ、一貫した放
射、このクラスでは考えられない原音忠実性を実現しました。
　この多機能なスピーカーには、Mackie DL2一体型デジ
タルミキサーを搭載しています。3バンド EQやすばらしい
サウンドの 16エフェクトといったチャンネル機能を持ち、さ
まざまな接続に対応するデュアルチャンネルのミキシングソ
リューションを提供します。さらにマルチバンドのフィードバッ
クデストロイヤー、6つのスピーカーモード、Smart Protect
テクノロジーなどのシステムプロセシングが、プロユースに求
められるツールとして用意されています。
　ポールマウント、壁面取付、リギングといった設置方法に
対応するスタイリッシュな DLMスピーカーは、ハイエンドの
固定設備における強力なソリューションです。丈夫な ABS
樹脂製キャビネット、パウダーコーティンググリル、パーソナ
ルモニターにするための一体型キックスタンドなど、超小型
フォーマットの要素も充実しています。
　Mackie DLM8とDLM12は新しいサウンドの形なのです。

このマニュアルの使い方
　「はじめに」に続く「はじめよう」ではすばやくセットアッ
プするために役立つガイドを紹介しています。接続例では一
般的なセットアップをいくつか紹介し、残る部分で DLM8と
DLM12の詳細情報を提供しています。

このアイコンは特に重要あるいはこの製品独自
の情報に付いています。読んで覚えておくと良
いでしょう。

このアイコンはくわしい機能説明や実用的なヒ
ントに付いています。たいていとても有用な情
報です。

このアイコンはスピーカーを使う際、ある特徴
や機能に注意していただくために付いていま
す。
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小さなコーヒーショップ

接続例

　DLMスピーカーは、地元のコーヒーショップをツアーするシンガーソングライターに完璧なツールです。お気に入りのギター
やマイク、DLMスピーカーとケーブル、電源コードを持って行きましょう。小ささと可搬性は完璧です。
　この例では、ダイナミックマイクを DLM12スピーカーのチャンネル 1入力に接続しています。Mic/Lineスイッチを押し込ん
で、マイクのために 30dBブーストします。10ページにある通り、レベルとEQを調整してください。
　さあギターをつかんでチャンネル 2の入力に直接接続しましょう。エフェクトを使う場合はギターをエフェクトの入力に接続
して、エフェクトの出力から別のケーブルでチャンネル 2の入力に接続します。ギターに合わせてレベルとEQを調整してくだ
さい。
　DLM8または DLM12を追加すると、すばらしいモニタリングができます。メイン DLMスピーカーの THRUジャックと、モ
ニタースピーカーのチャンネル 1入力（Mic/Lineスイッチは突き出した状態にします）をケーブルで接続するだけです。またメ
インDLMの Ch 1/Mixスイッチを押し込んで、ボーカルとギターのミックスをモニターにリレーします。完璧な角度にするため、
キックスタンドを出してください。
　11ページで紹介する通りに、出力に合わせてスピーカーモードを、設定してください。この種類のセットアップなら、メ
イン DLMは PAで良いでしょう。しかし Solistモードも捨てがたいところです。このモードはローカットが良いしハイエンド
が明るくなります。モニターユースの DLM12はMonitorモードを選択します。最後に、演奏前にハウリングを抑えるために
DLMのフィードバックデストロイヤー（11ページ）をかけるか、演奏中にフィードバックをやっつけてください。

BASS +2

TREBLE +2
AUX

LEVEL

R

L

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

Line
Mic

Ch 1
Mix

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

RISK OF ELECTRIC SHOCK
DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 

PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.

MEMSYS21

2000W Digital Loudspeaker

BASS +2

TREBLE +2
AUX

LEVEL

R

L

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

Line
Mic

Ch 1
Mix

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

RISK OF ELECTRIC SHOCK
DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 

PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.

MEMSYS21

2000W Digital Loudspeaker
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小さなクラブ向けのシステム

　この例ではMackie DLM12Sサブウーファーと追加の DLMスピーカーをミックスに加え、音響システムの質をちょっと上げ
てみましょう。小さなクラブに完璧なセットアップです。
　ここではMackie ProFX8ミキサーの L/R出力を直接、1本だけ使うMackie DLM12Sサブウーファーのチャンネル AとB
の入力に接続してください。
　DLM12Sのチャンネル AとBのハイパス出力を直接、各 DLMスピーカーのチャンネル 1入力に接続してください。Mic/
Lineスイッチは突き出した状態にします。このスイッチを押すと 30dB追加され、爆風が出ることもありますから注意してくだ
さい。DLM12Sで DLM12クロスオーバーを選択すると、完璧にマッチしたシステムチューニングができます。
　DLMスピーカーはまたステージモニターにも最適です。AUXセンドからのケーブルを、モニターに使うDLMスピーカーのチャ
ンネル 1入力に直接接続してください。
　スピーカーモードは出力に合わせて、11ページの説明通りに設定してください。この種類のセットアップであれば、DLMスピー
カーのライブサウンドには PAモードを推奨します。DLMをモニターとして使うときは、Monitorモードにしてください。

BASS +2

TREBLE +2
AUX

LEVEL

R

L

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

Line
Mic

Ch 1
Mix

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

RISK OF ELECTRIC SHOCK
DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 

PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.

MEMSYS21

2000W Digital Loudspeaker

BASS +2

TREBLE +2
AUX

LEVEL
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L

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

Line
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Ch 1
Mix

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

RISK OF ELECTRIC SHOCK
DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 

PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.

MEMSYS21

2000W Digital Loudspeaker

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 
PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.
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LEVEL

2000W Digital Subwoofer

13 DELAY 1  (300ms)
14 DELAY 2  (380ms)
15 DELAY 3  (480ms)
16 REVERB + DLY  (250ms)

8K4K2K1K500250125

15

15

10

10

5

5

0

15

15

10

10

5

5

0

TAPE
 IN

ST RETURN MAIN OUT PHONES

FOOTSWITCH

PHONES

TAPE
OUT

L

R

L

(UNBALANCED)

R

0dB=0dBu

MAIN
METERS

RL

OL

4

6
3

10

15

7

10

20
30

0
2

BREAK
(MUTES ALL CHANNELS)

PHANTOM
POWER

POWER

STEREO GRAPHIC EQ

FX SEND

MID
2.5kHz

MID
2.5kHz

MID
2.5kHz

MID
2.5kHz

MID
2.5kHz

80Hz
LOW

U

+15-15
U

+15-15

U

+15-15

INSERT

RL

LOW CUT
100 Hz

U

GAIN

MIC GAIN

U +50
-20dB +30dB

OL

1

EQ

12kHz
HI

PAN

AUXU

+15OO

MON

FX

U

+15OO

80Hz
LOW

U

+15-15
U

+15-15

U

+15-15

RL

LOW CUT
100 Hz

U

GAIN

MIC GAIN

U +50
-20dB +30dB

2

EQ

12kHz
HI

PAN

AUXU

+15OO

MON

FX

U

+15OO

80Hz
LOW

U

+15-15
U

+15-15

U

+15-15

LINE IN 2 LINE/HI-Z IN 1

INSERT

BAL /
UNBAL

(MONO) (MONO) (MONO) (MONO)

LINE IN 3

LINE IN 4

BAL /
UNBAL LINE IN 5 

RL

LOW CUT
100 Hz

GAIN

3/4

EQ

12kHz
HI

PAN

AUXU

+15OO

MON

FX

U

+15OO

80Hz
LOW

U

+15-15
U

+15-15

U

+15-15

RL

LOW CUT
100Hz

GAIN

MIC GAIN

U +50

MIC GAIN

U +50

5/6

EQ

12kHz
HI

LEVEL
SET

LEVEL
SET

LEVEL
SET

LEVEL
SET

PAN

AUXU

+15OO

MON

FX

U

+15OO

GAIN

MIC MIC MIC MIC 

80Hz
LOW

U

+15-15
U

+15-15

U

+15-15

U

+20-20

RL

7/8 ST RTN FX RTN

EQ

12kHz
HI

PAN

AUXU

+15OO

MON

FX

U

+15OO

U

+15
FX TO MONFX MASTER

U

+15OO OO

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

dB

30

20

10

10

OO

40
50

5

5

U

60

L

R

LINE IN 6

BAL /
UNBAL

L

R

LINE IN 7 

LINE IN 8

BAL /
UNBAL

L

R

BAL /
UNBAL

L

R

BAL /
UNBAL

L

R

MON SEND

BAL /
UNBAL

BAL /
UNBAL

MUTE

PRESETS

FX PRESETS 

OL OL OL OL OL

INPUT LEVEL

USB

OO +20

U

TAPE LEVEL
OO +20

U

MON MAIN

1 2 3/4 5/6 7/8

OL

 USB THRU

LINE 
HI-Z

MAIN MIX 
MON

EQ IN
BYPASS

01 BRIGHT ROOM
02 WARM LOUNGE
03 SMALL STAGE
04 WARM THEATER
05 WARM HALL
06 CONCERT HALL
07 PLATE REVERB
08 CATHEDRAL
09 CHORUS
10 CHORUS + REV
11 DOUBLER
12 TAPE SLAP

OO MAX

LINE 
HI-Z

MUTE MUTE MUTE MUTE MUTE MUTE

48V

PROFESSIONAL MIC/LINE MIXER WITH FX



5Owner's Manual

O
w

ner's M
anual

DJシステム

　皆さんの中に、すばらしいセレクションに合わせてグルーブしたりダンスしている人たちのため、真夜中にリズミカルなチュー
ンをプレイするDJはいませんか。
　この例では、Mackie Onyx Blackjackのチャンネル 1と 2の入力にラップトップを接続し、ヘッドフォンジャックにヘッドフォ
ンを接続してあります。
　Onyx Blacjackの L/Rモニター出力を直接、DLM12Sサブウーファーのチャンネル A入力に接続してください。
　DLM12Sのチャンネル Aハイパス出力を、各 Mackie DLMスピーカーのチャンネル 1に直接接続してください。Mic/Line
スイッチは突き出した位置にしておきます。このスイッチを押すと 30dB追加され、爆風が出ることもありますから注意してく
ださい。DLM12Sで DLM12クロスオーバーを選択すると、完璧にマッチしたシステムチューニングができます。
　スピーカーモードは出力に合わせて、11ページの説明通りに設定してください。この種類のセットアップには PAモードある
いは DJモードを推奨します。DJモードは低域が多くてきらきらしたハイエンドが特徴です。両方を試してニーズに合った方
を選んでください。

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 
PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.

INPUTS FULL RANGEHIGH PASS
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MEMSYS21

BASS +2

TREBLE +2
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LEVEL

2000W Digital Subwoofer

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.
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TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR
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PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 
PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.
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THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.
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TRS = TRS = Line 

XLR

RISK OF ELECTRIC SHOCK
DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 

PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.
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THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

RISK OF ELECTRIC SHOCK
DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 

PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.

MEMSYS21

2000W Digital Loudspeaker

ONYX MIC PRE 

LR
2 1MONITOR OUT

BAL/UNBAL

USB

BAL/UNBAL

ONYX MIC PRE 
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　DLMスピーカーは THRUと表示された XLRオスコネクターでディージーチェーン接続することができます。（ミキサー出力
などの）シグナルソースを入力ジャックに接続し、スピーカーの THRUジャックから次のスピーカーの入力ジャックに接続する
だけで、複数の DLMスピーカーをディージーチェーン接続することができます。上図はディージーチェーンを視覚的に表した
ものです。
　DLMスピーカーの THRUジャックは 100Ωバランス出力インピーダンスドライバーでバッファされているので、ディージー
チェーン接続時に負荷が加わることはありません。言い換えれば DLMを無限にディージーチェーン接続することができます。
そのときは写真を送ってくださいね。

複数のDLMスピーカーをディージーチェーン接続する

R

L

Line
Mic

Ch 1
Mix

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

MEMSYS21

R

L

Line
Mic

Ch 1
Mix

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

MEMSYS21

2000W Digital Loudspeaker

R

L
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Ch 1
Mix

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

MEMSYS21

R

L
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Mic

Ch 1
Mix

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

MEMSYS21

/
2000W Digital Loudspeaker

/
2000W Digital Loudspeaker

/
2000W Digital Loudspeaker

/

DL1608 Mixer

To next DLM 
loudspeaker 

input

To next DLM 
loudspeaker 

input
Main 
Outs

次に接続する
DLMの入力へ

次に接続する
DLMの入力へメイン出力

DL1608ミキサー
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大きなクラブ向けシステム

　ここではすべてMackie製品を使った大きなクラブ向けシステムのセットアップを紹介します。この例では、Mackie DL1608
ミキサーの L/R出力を直接、2本の DLM12Sサブウーファーのチャンネル A出力に接続します。このサブウーファーのフル
レンジ出力を、別セットの DLM12Sサブウーファーのチャンネル A入力に直接接続します。ローエンドの重厚さといったら、
8000Wですよ、すごい！ でもまだサブウーファーを接続しただけです。
　最後 2本の DLM12Sサブウーファーのハイパス出力を、メインペア DLMスピーカーのチャンネル 1入力に直接接続してく
ださい。Mic/Lineスイッチは突き出した状態にします。このスイッチを押すと 30dB追加され、爆風が出ることもありますか
ら注意してください。DLM12Sで DLM12クロスオーバーを選択すると、完璧にマッチしたシステムチューニングができます。
　DLMスピーカーはステージモニターにも完璧です。AUXセンドからのケーブルを、モニターに使うDLMスピーカーのチャ
ンネル 1入力に直接接続するだけです。モニター出力への AUXにも、11ページにある通りスピーカーモードを設定したいこ
とでしょう。モニターなので、ふさわしい名前であるMonitorモードを選んでください。
　メインスピーカーには PAモードを選択してください。4本の DLMスピーカーすべてでフィードバックデストロイヤーを on
にしてください。

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 
PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.

INPUTS FULL RANGEHIGH PASS
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TREBLE +2
AUX

LEVEL

2000W Digital Subwoofer

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.
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PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.RISK OF ELECTRIC SHOCK

DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 
PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.
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12 DLM8/DLM12 スピーカー：リアパネル

1　電源コネクター
　標準の 3接点 IEC電源コネクターです。（スピーカーに付
属の )着脱式電源コードの端をこのコネクターに、もう一方
の端を電源コンセントに接続してください。

接続する電源がリアパネル（の IECコネクター
の隣）に表示されている仕様に適合しているこ
とを必ず確認してください。

電源プラグのグラウンドピンを折らないでくだ
さい。危険です。

2　POWER スイッチ
　このロッカースイッチの上側を押すと、スピーカーの電源
が入ります。スピーカーが適切な AC電源に接続されていれ
ば、フロントパネルの LEDが幸せそうに、少なくともふつう
に点灯します。
　スピーカーの電源を切るときは、このロッカースイッチの
下側を押してください。

原則としてDLMスピーカーの電源は、ミキサー
やシグナルソースの電源をonにしてから入れて
ください。同様に電源を切るときは最初です。

BASS +2

TREBLE +2
AUX

LEVEL

R

L

100 - 240V
50 - 60Hz 250W

POWER

Line
Mic

Ch 1
Mix

THIS DEVICE COMPLIES WITH PART 15 OF THE FCC RULES FOR
THE U.S. AND ICES-003, FOR CANADA. OPERATION IS SUBJECT TO
THE FOLLOWING TWO CONDITIONS: (1) THIS DEVICE MAY NOT

CAUSE HARMFUL INTERFERENCE, AND (2) THIS DEVICE MUST
ACCEPT ANY INTERFERENCE RECEIVED, INCLUDING INTERFERENCE

THAT MAY CAUSE UNDESIRED OPERATION.

REVISIONSERIAL NUMBER

WARNING: 

AVIS: RISQUE DE CHOC ELECTRIQUE - NE PAS OUVRIR

TO REDUCE THE RISK OF FIRE OR ELECTRIC
SHOCK, DO NOT EXPOSE THIS EQUIPMENT TO RAIN OR

MOISTURE. DO NOT REMOVE COVER. NO USER SERVICEABLE
PARTS INSIDE. REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR
2000W
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RISK OF ELECTRIC SHOCK
DO NOT OPEN AVIS: N'OUVREZ PAS LA COUVERTURE. N'EXPOSEZ 

PAS CET ÉQUIPEMENT À LA PLUIE OU À L'HUMIDITÉ.

MEMSYS21

2000W Digital Loudspeaker
/

こうすることで電源を入れたり切ったりするときに上流の機
器が発生するショックノイズなどをスピーカーから再生する可
能性を少なくすることができます。

3　ファンベント
スピーカーの換気用開口部をふさがないでくだ
さい。ファンはヒートシンクの上の空気をかき
まぜ、パワートランジスタを冷却するために動

作しています。このスリットをふさぐと、スピーカーが過熱し
てシャットダウンすることがあります。

4　キックスタンド
　DLMスピーカーのキックスタンドは、自転車のスタンドと
同じように機能します。キックスタンドを、ロックするまで引
き出すだけです。これでスピーカーを後ろに傾けると、キック
スタンドに寄りかかります。角度は 50度で（ねらっているの
は膝ではなくて耳なんです）キックスタンドはモニターとして
使うときに理想的です。自転車はモニターには使えませんよ
ね、電源を生み出せるかもしれませんけど。

スピーカーを接続したままキックスタンドを操
作するときは十分注意してください…トラブル
に巻き込まれたければ別ですが。
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5　XLR、1/4 インチ Combo 入力
　チャンネル 1はマイク /ラインレベルの信号を XLRで、ま
たはラインレベルの信号を 1/4インチ TRSで受けることが
できます。Mic/Lineスイッチ [6] の位置にも注意してください。
　チャンネル 2は（ギターなど）Hi-Zソースを 1/4インチ入
力で、別体の DIボックスを使わずに受けることができます。
あるいは XLRでラインレベル信号を受けることもできます。

アンプの出力をスピーカーの入力に直接接続し
ないでください。接続するとアクティブスピー
カーの入力回路が損傷する原因になります。

6　Mic/Line スイッチ（チャンネル 1 のみ）
　チャンネル 1入力コネクターに（ミキサー、キーボードなど
ラインレベルのシグナルソースから）ラインレベルの信号を
受けるとき、このスイッチは突き出した状態にしてください。
　チャンネル 1入力コネクターに直接マイクを接続するとき
は、このスイッチを押してください。マイクはラインレベルソー
スよりも弱い信号しか生成できないので、マイク信号をライ
ンレベルにブーストするためにこのスイッチで 30dBのゲイン
を追加します。

上記の文章をもう一度読んでください。30dB
のゲインはとても大きいので、このスイッチは
チャンネル 1の入力にマイクを接続していると
きだけ押してください。

7　RCA 入力（チャンネル 2 のみ）
　ステレオのアンバランス RCA入力で CDプレイヤー、
iPodなどラインレベルのソースを再生することができます。

この入力には標準的なハイファイ (RCA)ケーブルでアンバラ
ンス信号を接続することができます。

8　THRU 出力
　XLRオスコネクターで、メイン入力ジャックに接続した信
号またはチャンネル 1と 2のミックス信号とまったく同じ信号
を生成します。同じ信号ソースを共用して、複数のDLMスピー
カーをディージーチェーンにするときに使います。DLMスピー
カーのディージーチェーンについてくわしくは 6ページを参
照してください。

9　Ch 1/Mix スイッチ (THRU 出力 )
　このスイッチは次のスピーカーに、チャンネル 1の信号だ
けを出力する（スイッチが突き出した状態、Ch 1）か、チャ
ンネル 1と 2の信号をミックスして出力する（スイッチを押し
込んだ状態、Mix）かを選択するものです。

10　有機 EL ディスプレイ
　この有機 ELディスプレイは DLMスピーカーで最も重要な
機能のひとつです。ここにはレベル、EQ、FXの選択やレベ
ルといったパラメーター（これに限定されません）といった
情報を表示します。
　DLMスピーカーの電源を入れると最後のステータスが呼
び出され、有機 ELディスプレイにはチャンネル 1の画面と
設定が表示されます。
　パラメーターを一定時間変更しないと、DLMスピーカー
はランニングマンのスクリーンセーバーに切り替わります。
DL2のボタンに触れるとディスプレイが「目覚め」ます。

BASS +2

TREBLE +2
AUX

LEVEL

R

L

Line
Mic

Ch 1
Mix

1 THRU2

TRS = TRS = Line 

XLR

MEMSYS21

2000W Digital Loudspeaker
/

2000W
2W

POWER
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12 11　チャンネル 1、2 ボタン

　チャンネル 1または 2のボタンをくりかえし押すと (その
チャンネルの ) 変更したいパラメーターがハイライトになりま
す。
・Level

・Low

・Mid

・High

・FX Send（リバーブ、コーラス、ディレイ）

　設定したいパラメーターがハイライトになったら、+または
-ボタン [16] を押して完璧なパラメーター値にします。

　5つある入力チャンネルパラメーターをくわしく見ていきま
しょう。

Level

　レベルは入力から内蔵パワーアンプに向かう全体的な信
号レベルを調整するものです。調整範囲は off (-∞ dB) から
+10dBです。

チャンネル EQ

　DLMの入力チャンネルには両方ともHighシェルビング、
Midピーキング、Lowシェルビングの 3バンド EQが入って
います。
　シェルビングとは指定された周波数を超える全周波数を
ブーストまたはカットする回路のことです。たとえば Low EQ
は 80Hz未満の低域を、かつて聴いたことがないほど低い
音までブーストします。ピーキングとは中心周波数の付近に、
指定された周波数帯で丘を作るものです。
　EQをかけすぎるとすべてが台無しになってしまいます。
Mackieは各 EQ回路を大量のブーストやカットができるよう
設計していますが、それはときとして必要になることを知って
いるからです。しかし全チャンネルでEQを最大にすればミッ
クスはドロドロになるでしょう。大量のブーストやカットをく
り返している場合はマイクの位置を変える、マイクの種類を
変える、ボーカリストを変える、ストリングやうがいの音を
変えるなど、音源の変更を考えてください。

Low
　Low EQは 80Hz未満を最大 15dBブーストまたはカット
します。この回路は中心位置でフラットです。この周波数は
バスドラムやベースギターにパンチを加えたり、シンセパッ
チの音や朝食に生の牛肉を食べる大御所男性シンガーの声
を豊かにします。このバンドは± 3dBステップで変更できま
す。

Mid
　Midrangeの略で、2.5kHzを中心に最大 15dBブーストあ
るいはカットすることができ、また中心位置にするとフラット
になります。ミッドレンジ EQはしばしば最もダイナミックだ
と考えられます。それはサウンドを定義する周波数がほとん
どこの帯域に入っているためです。Mid EQは上げるのと同様、
下げても興味深く有用な EQを作ることができます。このバ
ンドは± 3dBステップで変更できます。

High
　High EQは 12kHzを超える周波数を最大 15dBブースト
またはカットするもので、中心位置でフラット（ブーストもカッ
トもされていない状態）です。シンバルにシズルを加えたり、
全体に透明感を与えたり、キーボードやボーカル、ギター、ベー
コンを焼く音のエッジを際立たせます。少し下げるとシビラ
ンスやテープのヒスノイズを減らすことができます。このバン
ドは± 3dBステップで変更できます。

FX Send
　チャンネル入力を内蔵 FXプロセッサーに送るコントロー
ルです。16の内蔵 FXはSYS画面 [13] で選択してください。
リバーブ、コーラス、ディレイで 16の選択肢を作ってありま
す。選択したエフェクトはグローバルです。各エフェクトにつ
いてくわしくは付録 Bを参照してください。

12　Front LED On / Limit / Off

　チャンネル 1ボタンとチャンネル 2ボタン [11] を同時に押
すと、フロントパネルのLEDを点灯させる、消灯させる、リミッ
ター動作を表示させる、のどれかに設定することができます。
+または -ボタン [16] を押して選択し、他のボタンを押すと
この画面を終了します。Limitを選択すると LEDは常に点灯
しています。しかしリミッターが動作する（平均3dBアッテネー
ト）と明るさが変わります。
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13　SYS ボタン
　DLMスピーカーには強力なシステム・プロセシング・ツー
ルが内蔵されています。変更したいパラメーターがハイライ
トになるまで SYSボタンをくり返し押してください。
・EQ

・Delay

・FX

・Feedback

　変更したいパラメーターがハイライトになったら、+または
-ボタン [16] をくり返し押してスピーカーシステムを設定しま
す。
　4つのファクトリー・システム・プリセット・パラメーターを
ひとつずつ、くわしく見ていきましょう。

EQ
　ここでは特定の用途に最適な音を作るため、スピーカーの
モードを選択することができます。モードは 7種類あり、そ
れぞれ PA、DJ、Solist、Monitor、EQ K、EQ Y、EQ Jと
いう名前がついています。

• PA スピーカーモード ー このモードはフルレンジですが、
ボーカルが位置する中域のクラリティに重点を置いていま
す。

• DJ スピーカーモード ー このモードはゆるやかに中域を抑
えて低域と高域を強調するもので、音楽の再生には完璧
です。

• Solist スピーカーモード ー このモードは低域をロールオフ
して不要な低域ノイズを除去し、中域から高域をブースト
して明るい音にします。シンガーソングライターのプラグ &
プレイに最適です。

• Monitor スピーカーモード ー このモードは低域をロールオ
フして 2kHz付近を抑え、モニターユースでフィードバック
までのゲインを最大にします。

• K、Y、J スピーカーモード ー これらのモードは人気のあ
る競合スピーカーのボイシングをまねたもので、Mackie 
DLMスピーカーを既存のシステムに追加するとき、システ
ム全体で音響的なつながりを維持するためのものです。

Delay
　ディレイは設定した時間長だけ音声信号を「遅らせる」も
のです。DLMスピーカーの場合はディレイスタック、バルコ
ニー用フィルなどの整合に使うためのもので、エフェクトでは
ありません。DLMのディレイタイムは 0msecから 300msec
（337.8フィート /102.9m）までです。

FX
　DLMスピーカーには16の「すぐに使える」エフェクトがあり、
さまざまなリバーブ、ディレイ、コーラス、さらにはそれらを
組み合わせたものが入っています。リストから好みのエフェク
トを選択して、チャンネル 1または 2ボタン [11] に戻って各
ソースを適切なレベルに調整してください。

　各エフェクトについてくわしくは付録 Dを参照してくださ
い。

Feedback
　マルチバンドのフィードバックデストロイヤーは、攻撃的な
フィードバック周波数をとらえて 6つのノッチフィルターを自
動的に適用し、、フィードバックを壊滅してフィードバックま
でのゲインを最大化します。エンジニアがいないときには強
い味方です。

　フィードバックデストロイヤーは 4種類から選択してくださ
い。
• Off ( デフォルト ) ー フィードバックデストロイヤーが入って
いない状態です。フィルターを適用したことがあればその
設定はフィルターに残っていますが、onになるまで実際に
はかかりません。offのときフィルターのグラフはグレーア
ウトされています。

• On ー 自動フィードバックデストロイヤーが onのときは連
続的にスキャニングされています。フィードバックがあると
6つのフィルターすべてを使い切るまで順番に割り当てて
ロックします。既存のフィルターでフィードバックを検知す
ると、攻撃的なフィードバック周波数を破壊するため 3ス
テップでノッチを深くしていきます。かなりクールでしょ、
ね？

• Clear ー 全フィルターをクリアします。

• Hold ー 連続スキャンをoffにします。このモードのときフィ
ルターはかかったままですが、回路はフィードバックをス
キャンしなくなります。
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12 14　MEM ボタン

　DLMスピーカーの設定をメモリーに保存して後で呼び出せ
るようにするため、メモリー（MEM）ボタンを活用します。
　このボタンをくり返し押して、設定を保存したい（あるい
は呼び出したい）プリセットの位置をハイライトにします。ユー
ザープリセットが 3つあり、4つ目はファクトリーデフォルト
です。
　保存したい（または呼び出したい）プリセットがハイライト
になったら、+ボタン [16] を押してそのときの設定を保存さ
するか、-ボタンを押して保存されているプリセットを呼び出
します。

15　コントロールロック

　SYSボタン [13] とMEMボタン [14] を同時に押すとDLM
インターフェースがロックされます。スピーカーがロックされ
ると、南京錠の絵が表示されます。ロックされているとき、
DLMは不注意によるボタン操作から保護されます。もう一
度同じボタンを押すとスピーカーのロックが解除されます。

16　+、- ボタン
　このボタンはここまで説明してきたチャンネル 1、2、
MEM、SYSというボタンと一緒に使います。チャンネル 1と
2のレベル、EQ設定、FXレベルを増減します。またファク
トリーシステム EQや FXを選択したり、ディレイの時間 /距
離を変更したり、SYSセクションのフィードバックデストロイ
ヤーを on/offします。さらにMEMセクションのプリセットを
保存あるいは呼び出します。

17　2000W/2W スイッチ
1

　Mackieでは常に限界を打ち破る努力をしていて、プロオー
ディオ業界のすそ野を広げるようなすばらしい製品の設計を
考え出しています。そんなこと無視しちゃうやつもいるんです
けどね。でもMackieにはいませんよ。
　このスピーカーを意図された通りに使いたいとき、このス
イッチは突き出した状態にしておいてください。Mackieは
2000Wを目指して設計したので、このスイッチが突き出した
ままなら 2000Wのままです。
　このスイッチを押してスピーカーをドライブすると、代わり
にたった 2Wしか出ません。これは友達をだまして「なんだ
ろう、このわずかに聞こえるノイズは？」と不思議に思わせる
ときに良い仕掛けです。みんな 2000Wの DLMスピーカー
が 2Wでドライブしていることに驚くでしょう。

1　みんなパワーを減らしたいのではなくてもっと欲しがるのです。そん
なわけでこの機能はお蔵入りしました。人々にパワーを！
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Smart Protect
　DLM8/12には前進的な DSPプロテクトメカニズムがあり、
スピーカーとアンプを不注意による損傷から保護します。

この保護回路は合理的かつ常識的な状況でス
ピーカーを保護します。（たとえば極端な歪み
など）警告サインを無視すれば、アンプがクリッ

ピングポイントを超えて過負荷になり、スピーカーが損傷す
る場合があります。こうした損傷は保証期間内でも対象外に
なります。ご注意ください。

リミッター
　各ドライバーには故障の原因となる瞬間的なピークから保
護するために役立つ、コンプレッション回路が入っています。
このコンプレッサーは耳につかないよう、そして通常の動作
状況では気がつかないよう設計されています。リミッターが
機能するとフロントパネルの LEDが点滅します。そのときは
ボリュームを下げてください。

過振幅プロテクト
　低域アンプのすぐ手前に 36dB/octのハイパスフィルター
が入っていて、とても低い周波数の増幅を防止しています。
極端な低域エネルギーはウーファーが損傷する原因になりま
す。これは「底を打つ」あるいは過振幅として知られる、物
理的な形のクリッピングに相当するものです。

温度プロテクト
　すべてのアンプは熱を生み出します。DLMスピーカーは
電気的にも熱的にも効率よく設計されています。
　アンプモジュールはヒートシンクとデジタル制御の速度可
変ファンを内蔵しています。DSPが内部の熱レベルの変化
を認識し、ファンが適切なスピードでアンプ中に冷たい空気
を引き込んで側面のベントから排出します。
　ほとんどないことですが、アンプが過熱するとサーマルス
イッチが機能して信号をミュートし、ファンの回転を最高速
度まで上げていきます。また有機 ELディスプレイには図のよ
うなエラーメッセージが表示されます。

　アンプが安全な動作温度まで冷却されると、サーマルス
イッチは自己復旧して DLMスピーカーは通常動作に戻りま
す。
　サーマルスイッチが動作したら、ミキシングコンソール（ま
たはスピーカーリアパネル）のレベルコントロールを目盛りひ
とつないし二つ分下げて、アンプの過熱を防いでください。
直射日光や熱を出すステージ照明もアンプが過熱する原因
になるので注意してください。

FYI

　この画面では最新の UIバージョン、DSPバージョン、ア
ンプ B+（電圧）とそのときの温度を表示します。この画面
には変更あるいはアップデートするものはなく、表示のみで
す。チャンネル 1ボタン [11] とMEMボタン [14] を同時に押
すとこの画面が表示されます。

AC 電源
　DLMスピーカーは、使用するモデルに指定された通りの
電圧を供給するコンセントなどに接続してください。電圧が
低くなっても動作しますが、フルパワーに到達しません。
　コンセントなどの電源が、接続したすべての機器に十分な
電流を供給できることを確認してください。
　十分なパワーを提供する安定した AC電源に接続すること
をお勧めします。これはアンプが電源によって大きな電流を
使えるかどうかが決まるためです。電源から供給される電力
が大きければスピーカーの音量は上がり、クリーンでベース
のパンチが効いたピーク出力が可能です。「低域の特性が貧
弱」だという問題が疑われるとき、その原因がアンプへの電
源が弱いこともしばしばです。
　このとき有機 ELディスプレイには図のようなエラーが表示
されています。

電源コードや DLMスピーカーの他の部分にあ
るグラウンドピンを折らないでください。危険
です。
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スピーカーの取付は知識と経験のある専門の
技術者に依頼してください。正しく設置しない
と周囲の人が死亡または負傷したり、機器が
故障する原因になります。

　DLMスピーカーは、床面やステージ上に、メイン PAやモ
ニターの一部として設置するよう設計されています。またキャ
ビネット底部のソケットでポールマウントすることもできます。
ポールがスピーカーの重量を支持できることを確認してくだ
さい。DLM12Sサブウーファーを併用するときはMackie 
SPM300が良い選択肢でしょう。南

サウスポール

極の北側にあるあらゆ
るポールの中でも卓越したものです。
　DLMスピーカーはまた、次ページで紹介しているように、
3つのリギングポイントで吊り下げることができます。その際
は PA-A3アイボルトに付属の説明書もよく読んでください。
　さらにDLMスピーカーを壁面に取り付けることもできます。
このときは SWM300壁面スイベル・マウント・キットを使っ
てください。その際は SWM300に付属の説明書もよく読ん
でください。
　（床など）スピーカーを設置する表面が、スピーカーの重
量を十分に支えられる構造であることを確認してください。
　スピーカーをポールマウントするときは、落下したり不注
意で押し倒すことがないよう、安定させ十分に配慮してくだ
さい。この警告にしたがわなかった場合、周辺の人が死亡ま
たは負傷したり、機器が故障する原因になります。
　他の電気用品とおなじように、霧などから保護してくださ
い。この製品を、悪天候にさらされる場所に設置しないでく
ださい。屋外に設置する場合、雨が予想されるときはカバー
などで覆ってください。

ルームアコースティック
　ルームアコースティックは、サウンドシステム全体の特性に
重要な役割を果たします。ここではその他の、設置場所に関
するヒントをいくつか紹介します。

• スピーカーを部屋の角に置かないようにしましょう。部屋
の角に置くと低域出力が増強され、サウンドがぼやけたり
不明瞭になります。

• スピーカーを壁際に置かないようにしましょう。角に置い
たときほどではありませんが、これも低域出力が増強され
る原因になります。しかしながら低域出力を補強したいと
きには良い方法です。

• 空洞のステージ上にスピーカーを置かないようにしましょ
う。空洞のステージは特定の周波数で共振し、そのスペー
スの周波数特性にピークやディップを作り出します。スピー
カーは丈夫な台の上に置くか、スピーカースタンドにマウ
ントしてください。

• 高域ドライバーが観客の耳から 30cm以上高くなるように
スピーカーを設置してください（立ち上がって通路で踊って
いる人たちのために余裕を持たせてください）。高域は方
向性が強く、低域に比べてかなり吸音されやすい傾向にあ
ります。客席からスピーカーがまっすぐ見えるように設置す
ることで、音響システムの全体的な明るさや明瞭度を上げ
てください。

• 体育館や劇場など反射の多い空間は、音響システムの明
瞭度にとって悪夢のようなものです。堅い床や天井、床面
からの複数の反射が、サウンドを台無しにしてしまうので
す。状況にもよりますが、反射を最小限に抑えるための対
策をいくつか講じることができるでしょう。床にカーペット
を敷く、大きなガラス窓に厚手のカーテンを掛ける、壁面
にタペストリーを下げるなどして吸音します。　

　しかしたいていはこうした対策は不可能だったり実用的で
はないでしょう。そんなときにできることはないのでしょうか。
音響システムの音量を大きくすると、反射音も大きくなるた
め一般的には意味がありません。最善策は、客席をできる
だけ直接音でカバーすることです。しかしスピーカーから離
れるほど、反射音が目立ってくるでしょう。
　スピーカーを増やして、後部席の近くに戦略的に配置しま
す。前と後ろのスピーカーの間に 30m以上の距離がある場
合は、サウンドの到達時間を整合するために DL2のディレ
イを使ってください（音は 1msecあたり30cmほど進むので、
30m進むには 1/10秒ほどかかります）。

　DL2のチャンネル /システムプロセッサーはこうした問題
を補正するすばらしい方法であることを忘れないでください。
くわしくは 10ページから11ページ [11, 13] を参照してくださ
い。
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リギング
　DLMスピーカーはそれぞれ、M10×17mmアイボルトでリ
ギングすることができます。

スピーカーの取付は知識と経験のある専門の
技術者に依頼してください。正しく設置しない
と周囲の人が死亡または負傷したり、機器が
故障する原因になります。

このキャビネットはリギングポイントで吊り下げ
るよう設計されています。DLMスピーカーをハ
ンドルで吊り下げないでください。

リギングデザインの実務
　スピーカーをリギングするには、定義することが必要です。

1　構造からスピーカーを支持するために必要な安定性、
衝撃、動的などの負荷に適合する方法、ハードウェア

2　設計係数とその支持に必要な使用荷重

　Mackieはリギングの実務において、下記の点を強くお勧
めしています。

1　文書化：詳細な図面とパーツリストを含む設計全体
を文書にする

2　分析：スピーカーのリギングに関する経験と知識を持
つ技術者に、事前に設計の検証、承認してもらう

3　設置：専門の技術者にリギングの作業と検査を依頼
する

4　安全：安全に関する適切な注意を払い、バックアップ
システムを併用する

3 つのリギングポイント

リギングハードウェアとアクセサリー
　Mackieのスピーカーをリギングするには、例外なく
Mackieがご用意していないハードウェアが必要です。さまざ
まなメーカーからさまざまな定格荷重のハードウェアが販売
されています。またリギングシステム用のハードウェアを製造、
設計、設置することに特化した企業も多数あります。こうし
た作業のいずれも、正当な資格で訓練されたものです。リギ
ングという作業には危険が伴うこと、そして潜在的な責任が
あることから、この作業に特化した会社に作業を依頼してく
ださい。
　Mackieは主にスピーカーに一体化されたハードウェアへの
アタッチメントとして、リギング用アクセサリーを用意してい
ます。中にはアイボルトやフライバーなど、さまざまな製品に
使えるアイテムもあります。こうしたアクセサリーは設置を容
易にすることを考えて作られていますが、考えられる設置状
況やアレイの構成があまりに多すぎるため、Mackieでは個
別の用途に対する適合性や定格荷重を定義することはでき
ません。
　Mackieでは完全なリギングシステムを提供したり、設計
や製造あるいは設置の技術者を派遣することはできません。
構造からスピーカーを支持するリギングシステムの適切な施
工や荷重証明は、設置される方の責任です。

リギングに関するメモ
　DLMスピーカーの一体型リギングポイントは、安定した
外付け金具およびスピーカー本体のみを支持するよう設計さ
れています。つまりDLMスピーカーは、他の DLMスピーカー
やその他の負荷とは別に、単体で吊り下げなければなりませ
ん。DLMスピーカーを吊り下げるときは、3つあるリギング
ポイントをすべて使ってください。

天面 底面

MP

MP

MP = リギングポイント

MP



16 DLM8 and 12

D
LM

8 
an

d 
12 リギングするとき忘れないでください

　くり返しますが、Mackieでは完全なリギングシステムを設
計、製造、施工することはありません。適切な技術を使うこと、
構造からスピーカーを吊り下げるための負荷に適合したリギ
ングシステムを選ぶことは、お客様の責任です。

角度 30°で吊った場合 角度 45°で吊った場合

お手入れとメンテナンス
　下記のガイドラインにしたがってお手入れをすれば、
Mackie製スピーカーは長年にわたって信頼性の高いサービ
スを提供します。
• スピーカーを霧の中に放置しないでください。屋外に設置
するとき、雨が予想される場合はカバーなどで覆ってくだ
さい。

• （零下になるほど）極端に寒い場所に放置しないでくださ
い。かなり寒い場所で使用する場合は、高出力で動作さ
せる前に15分ほど、低いレベルで信号を送り、ボイスコ
イルをあたためてください。

• キャビネットのお手入れには乾いた布を使ってください。
お手入れの際は、必ず事前に電源を切ってください。キャ
ビネットの開口部から水分が内部に侵入しないよう、特に
ドライバー付近には注意してください。
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ご不明な点は ...
•www.mackie.com/jp 

　にアクセスしてサポートの項目をご覧ください。

•support_mackie@otk.co.jp 

　までメールをお寄せください。

• テクニカルサポートセンターにお電話ください。

　日本語 04-2944-3811（月～金曜、9am ～ 6pm）

　英語 1-800-898-3211（月～金曜、営業時間 PST）

付録 A：サービスについて
　　Mackie 製品に問題が発生した場合は、下記の「トラブ

ルシューティング」を参照して問題点をご確認ください。下記

の内容に沿って状況を確認しても問題が解決しない場合、ま

たは明らかに製品が故障している場合は、ただちに使用を中

止してこの製品をお求めの販売代理店まで修理をご依頼くだ

さい。

電源が入らない

• Mackieお気に入りの質問。ACコードを接続してあります
か。コンセントから電力が供給されていますか。（テスター
やランプなどで確かめてください。）

• 次にお気に入りの質問。POWERスイッチを onにしまし
たか。なっていなければスイッチを入れてください。

• フロントパネルの緑色の LEDは点灯していますか。点灯
していない場合は、コンセントが電力を供給しているか確
認してください。点灯している場合は「音が出ない」を参
照してください。

• 内部のヒューズが飛んでいるかもしれません。この製品の
内部にはお客様が交換する部品はありません。この製品
をお求めの販売代理店まで、修理を依頼してください。

音が出ない

• LEVELノブが下げ切ってありませんか。システム中すべての

ボリュームコントロールが適切に調整されているか確認して

ください。ミキサーが信号を受けているかどうか、メーター

を見て確認してください。

• シグナルソースは機能していますか。ケーブルが良い状態で

あること、両端でしっかり接続されていることを確認してく

ださい。ミキシングコンソールの出力レベルコントロールが、

このスピーカーの入力をドライブするのに十分なだけ上がっ

ていることを確認してください。

• ミキサーがミュートされていないか、テープデッキやプロセ

ッサーでループができていないか、確認してください。この

ような状況だったら、問題のスイッチを外す前に必ず音量/ゲ
インを下げてください。

• シャットダウンしていませんか。DLMスピーカーの背面に少

なくとも15cm程度のスペースをあけてください。

低域特性が良くない

• ミキサーとスピーカーの接続で極性を確認してください。ケ

ーブルの一方の端で陽極と陰極が反転しているせいで、ス

ピーカーが他のものに対して逆相になっているかもしれま

せん。

• AC電源が良くないために低域特性が貧弱になることがあり

ます。くわしくは13 ページの「AC電源」を参照してくだ

さい。

音が良くない

• 音量が高くて歪んでいますか。システム中すべてのボリュー

ムコントロールが適切に調整されているか確認してくださ

い。

• 入力コネクターがジャックに最後までしっかり差し込まれて

いますか。すべてしっかり接続されていることを確認してく

ださい。

ノイズが出る

• Mic/Lineスイッチの位置を確認してください。ch 1の入力に

マイクを接続したときは押し込み、ラインレベルの信号を接

続したときは突き出した状態にしてください。

• DLMスピーカーに対するすべての接続が良好であることを

確かめてください。

• 信号ケーブルを電源コードや電源トランスなど電磁干渉を

発生するものの近くに設置しないでください。

• 同じ電源回路に、照明用ディマーやSCRベースの機器を接

続していませんか。AC電源フィルターを使うか、DLMスピー

カーを別のAC電源回路に接続してください。

ハム
• 入力に接続したものをすべて外してください。これでノイ
ズが消えれば、原因は DLMスピーカーではなく「グラウン
ドループ」の可能性があります。下記のヒントを参照して
ください。

• ノイズを最大限除去するため、システム全体をバランスで
接続してください。

• 可能な場合は音響機器の電源コードをすべてコモングラウ
ンドを共用するコンセントに接続してください。コンセント
とコモングラウンドの距離は可能な限り短くしてください。



18 DLM8 and 12

D
LM

8 
an

d 
12 付録 B：接続

XLR コネクター
　DLMスピーカーには 2つのXLR/TRS Combo入力があり
ます。AES (Audio Engineering Society) が指定した規格に
適合するケーブルを使ってください。

XLR
 1番ピン =シールド（グラウンド）
 2番ピン =ホット (+)
 3番ピン =コールド (-)

　また DLMスピーカーには THRUと表示されたコネクター
があります。これも上記の通りAES規格にしたがって配線さ
れています。

　DLMスピーカーは、THRUと書かれた XLRオスコネクタ
－でディージーチェーン接続することができます。（ミキサー
出力などの）シグナルソースを入力ジャックに接続し、そのス
ピーカーの THRUジャックから次のスピーカーの入力ジャッ
クに接続する、という方法で複数の DLMスピーカーをディー
ジーチェーン接続することができます。くわしくは 6ページ
の図を参照してください。
　DLMスピーカーの THRUジャックは 100Ωバランス出力
インピーダンスドライバーで完全にバッファされているので、
ディージーチェーン接続しても負荷が追加されることはあり
ません。言い換えれば事実上は無制限にDLMスピーカーを
ディージーチェーン接続することができます。

2

3 1

シールド

コールド

ホット

シールド

コールド

ホット

3
2

1

2

1

シールド

コールド

ホット

3

シールド

コールド ホット

3
2

1

1/4 インチ TRS フォーンプラグとジャック
　「TRS」はチップ -リング -スリーブの略で、ステレオ 1/4イ
ンチまたはバランスフォーンのジャックやプラグに 3つの接
点があるものです。このコネクターで DLMスピーカーのチャ
ンネル 1や 2の入力ジャックに直接接続することができます。
Hi-Zの楽器（たとえば楽器など）は、DIボックスを使わず
に直接チャンネル 2に接続することができます。

RCA プラグとジャック
　RCAタイプのプラグ (PHONOプラグとしても知られてい
ます ) とジャックはよくホームオーディオや映像機器に使わ
れます (図 D)。アンバランスで電気的には 1/4インチ TS
フォーンプラグと同等です。図 Cを参照してください。信号
はセンターピンに、グラウンドやシールドはエッジのガスケッ
トに接続します。

スリーブ

チップスリーブ

チップ
リング

リングチップ

スリーブリング

スリーブ

チップ チップ

スリーブ
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付録 C：技術情報
DLM スピーカーの仕様

音響特性

周波数特性（-10dB） 65Hz～ 20kHz [DLM8]
   38Hz～ 20kHz [DLM12]
最大ピーク音圧レベル 125dBSPL [DLM8]
   128dBSPL [DLM12]

(@1m, ドライバー能率とアンプ出力から算出 )
クロスオーバーポイント 1.6kHz
放射角度  円錐 90°

イコライゼーション

低域シェルビング  ± 15dB @ 80Hz
中域ピーキング  ± 15dB @ 2.5kHz
低域シェルビング  ± 15dB @ 12kHz
増減ステップ  ± 3dB

高域部

ボイスコイル径  1.75インチ
ホーンスロート径  1インチ
ダイヤフラム素材  ポリイミドフィルム
マグネット素材  フェライト

低域部

ウーファー径  8インチ [DLM8]
   12インチ [DLM12]
ボイスコイル径  2インチ [DLM8]
   2.5インチ [DLM12]
ダイヤフラム素材  紙
マグネット素材  フェライト

パワーアンプ

システム増幅
 定格出力 1000Wrms　2000Wピーク
低域パワーアンプ
 定格出力 500Wrms　　1000Wピーク
 定格 THD 1%未満
 冷却  速度可変ファン
 設計  D級
高域パワーアンプ
 定格出力 500Wrms　　1000Wピーク
 定格 THD 1％未満
 冷却  速度可変ファン
 設計  D級

DL2 デジタル・ミキサー・システム・プロセシング

EQ   6スピーカーモード
整合用ディレイ  0～ 300msec
FX   16プリセット
マルチバンド・フィードバック・デストロイヤー
   On / Off / Clear / Hold
メモリー   3ロケーション

入力 / 出力

チャンネル 1
 マイク  3.3kΩバランス
 ライン  20kΩバランス
   10kΩアンバランス
 1/4インチ TRS 16kΩバランス
   8kΩアンバランス
チャンネル 2
 XLRライン 20kΩバランス
   10kΩアンバランス
 1/4TRS (Hi-Z） 1MΩアンバランス
   25kΩアンバランス
 RCA  25kΩアンバランス
THRU   XLRオスバランス

電源入力

USモデル  100～ 120VAC　50～ 60Hz　 
   250W
ACコネクター  IEC3ピン　250VAC

安全機能

入力プロテクト  ピークおよび rmsリミッティング、
   電源部及びアンプ温度保護
ディスプレイ LED  フロント電源 ON
   フロント負荷パワーリミッター
     (無効に設定可能 )
ステータス情報  電源部電圧、コア温度

構造上の機能

キャビネット  ABS樹脂（高強度）
仕上げ   高耐久性黒色ペイント
ハンドル   天面 1カ所
グリル   パウダーコート20ゲージスチール
リギングポイント  M10×17　3カ所
モニター角度  50°
   （一体型キックスタンド使用時）
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12 物理的特性

DLM8  高さ 313mm
  幅 307mm
  奥行き 302mm
  重量 10kg
DLM12  高さ 403mm
  幅 389mm
  奥行き 363mm
  重量 14.1kg

取付方法

床置き、ポールマウント、3カ所の M10ポイントによる壁面
取付またはリギング

LOUD Technologies Inc. は、新しく改良された材料や部品、

製造過程を取り入れることにより、常に製品をより良いものと

する努力を続けています。そのためこれらの仕様は予告なし

に変更されることがあります。

Mackie、ランニングマンのフィギュアは LOUD Technologies 
Inc. の商標です。記されたその他すべてのブランド名称は、

それぞれの権利保持者の商標または登録商標です。

重量は
14.1 kg

389 mm 363 mm

 4
03

 m
m

重量は
10 kg

307 mm 302 mm

31
3 

m
m

オプション

PA-A3アイボルト   P/N 2036960
SPM300ポールマウント  P/N 2036970
SWM300スイベル壁面マウント P/N 2034990

DLM8 寸法図

DLM12 寸法図
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DLM8 周波数特性

DLM12 周波数特性

Frequency Response [Hz]
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12 ブロックダイヤグラム
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付録 D：エフェクト一覧

No. タイトル 詳細 使用例

1 BRIGHT ROOM トーンは明るめの、反射音が拡散するスペー
スで、固く反射しやすい壁をシミュレートして
います。

ボーカルをミックスで浮き立たせる明るいリ
バーブです。アコースティック楽器にかけると
ライブ感が増します。

2 WARM LOUNGE 中程度の広さのルーム /ラウンジをシミュレー
トしていて、中低域を少しだけ強調した温か
みのあるトーンです。

広がりのある「ウェット」なボーカルが求めら
れる曲に最適です。明るいホーンセクションに
かけると耳障りにならず広がりを持たせること
ができます。

3 SMALL STAGE 中程度のリバーブタイムと残響を持つ小さい
コンサートステージをシミュレートしたプリ
セットです。

アップテンポのボーカルやギター、エネルギッ
シュな曲にかけると、ライブ感のあるリバーブ
になります。

4 WARM THEATER どっしりした音で中程度の長さのリバーブが特
徴で、劇場空間の響きをシミュレートしてい
ます。 

ボーカル、ドラム、アコースティック /エレクト
リックギター、キーボード、その他に適してい
ます。

5 WARM HALL 広 と々して居心地が良く、ドレープやカーペッ
トに囲まれたコンサートホールをシミュレート
したリバーブで、暖かみのあるサウンドです。

近接マイクで録音されたオーケストラ楽器に
かけると、コンサートホールの自然なアンビエ
ンスを追加することが可能です。

6 CONCERT HALL 大きく広がりのあるサウンドや長いプリディレ
イ、響き渡るトーンといった特徴を持つホール
の残響をシミュレートしたリバーブです。

ソロ、オーケストラ、コーラスに関わらず、ア
コースティック楽器やボーカルに生命感を与え
ます。

7 PLATE REVERB 金属プレートのビンテージリバーブマシンを
エミュレートしたプリセットです。大量の初期
反射音が特徴で、プリディレイはありません。

スネアドラムやタイトなボーカルアレンジなど、
パーカッシブなサウンドに深みを与えるのに
最適です。

8 CATHEDRAL 石壁のかなり大きな礼拝堂のような、残響が
長く拡散の、密度が高く、また長いプリディ
レイと反射音を特徴とするリバーブです。

コーラス、管楽器、オルガン、ソフトなアコース
ティックギターに驚くほどの深みを与えます。

9 CHORUS ソフトで微妙なスイープエフェクトを生み出す
プリセットで、特定のサウンドに厚みを加えて
ミックスの中で際立たせるときに有用です。

エレクトリック /アコースティックのギターや
ベースに最適です。特にハーモニーやコーラ
スといったボーカルに劇的な効果を与えます。

10 CHORUS + REV 上記のコーラスエフェクトと大きな空間のリ
バーブエフェクトの見事なコンビネーションの
プリセットです。

コーラスエフェクトによってサウンドに厚みを
加わると同時に、スムーズなリバーブによって
温かみと広がり感が追加されます。

11 DOUBLER ボーカルや楽器などをマルチトラックレコー
ダーで 2回重ね録りしたサウンドをエミュレー
トしたエフェクトプリセットです。

微妙に音が残り続けることなく、コーラスエ
フェクトに似たビブラートが得られます。

12 120ms Delay 120msecのディレイをかけます。ディレイタイ
ムが短いと遅延は早めです。

この FXはロックのようにミックスに切り込む
ディレイが必要な、帯域全体にわたるアップ
ビートに最適です。

13 TAPE SLAP オリジナルのシグナルに比較的短いディレイ
が一度だけかかります。ディレイサウンドはビ
ンテージのテープエコーのような温かいトー
ンです。

ボーカルにやギターに1950年代のフィーリン
グが求められるとき使用されます。あるいは
単に「12」という数字がお好きな方にもよく使
われます。

14 233ms Delay 233msecのディレイをかけます。ディレイタイ
ムが短いと遅延は早めです。

この FXはロックのようにミックスに切り込む
ディレイが必要な、帯域全体にわたるアップ
ビートに最適です。

15 300ms Delay 300msecのディレイをかけます。ディレイタ
イムが短いと遅延は早めです。

この FXはロックのようにミックスに切り込む
ディレイが必要な、帯域全体にわたるアップ
ビートに最適です。

16 REVERB + DLY
（250MS）

リバーブエフェクト（Warm Theater）に 3回
くり返されるディレイエフェクトを組み合わせ
たプリセットです。

ボーカルに深みを与えると共に空間を広げま
す。エレクトリックギターの空間系エフェクト
としても最適です。




